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|
三度

R
I
会
長

ジ
ョ
ナ
サ
ン
B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

四
つ
の
テ
ス
ト

・
・
言
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
か
ら
…
…

1
	
真
実
が
	
ど
う
か

2
	
み
ん
な

|
こ
公
平
か

3
	
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か

4
	
み
ん
な
の
た
め

|
こ
な
る
な
	
ど
う
か

4
0

(
1
4
8
)

2
0
0
3
～
2
0
0
4

(
広
告
掲
載
:
増
山
	
	
正
会
員
)

□
―
タ
リ
ー
と
は

・
ロ
	
タ

|
リ
ー
は
.
事
業
お
よ
び
専
門
熾
務
に
携
わ
る
人
の々
世
界

的
奉
1
士
団
体
で
す
。
□
―
タ
リ
ー
は
.
人
道
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
職
業

|
こ
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守
る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世
界
理
解
と
平
和
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す

.

・
□
―
タ
リ
ー
は
、
世
界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の
□

―
タ
リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
、
1
蛎
年
2
月
2
3
日
に
.
米
国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

・
□
―
タ
リ
ア
ン
は
.
毎
週
、
例
会
を
開
い
て
.
親
睦
を
深
め
.
地

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
つ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

会
員
は
.
推
薦
制
度
に
よ
っ
て
入
会
し
.
そ
の
会

員
組
織
は
地
域
社
会
の
横
断
面
と
な
つ
て
い
ま
す

籠
t
p
:
〃
w
w
w
.
M
k
o
d
a
t
e
―
n
o
r
t
h
.
o
r
g
/

e
―
m
a
l
l
ア
ド
レ
ス
r
o
t
a
Ⅳ
@
h
よ
醐
a
t
e
―
n
o
に
h
.
o
r
g

2
0
0
3
-
0
4
年
度
	
函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業
目
標

1
.
一
般
会
計
の
健
全
化
―

創
立
5
0
周
年
に
向
け
て

2
.
親
睦
「
こ
の
方
と
出
会
っ
て
よ
か
っ
た

|
」

-
2
0
0
3
年

9
月
2
1
日
創
立
記
念
式
典
・
懇
親
会
が
最
大
の
「
親
睦
の
日
」

3
.
奉
仕
―

*
地
域
社
会
:
市
へ
交
通
安
全
車
(
1
工
恥
c
)
の
寄
贈
(
記
念
事
業
)

□
―
タ
リ
ー
に
よ
る
新
世
代
へ
の
教
育
開
発
・
意
欲
開
発
を
目
指
す
。

一
子
供
・
家
庭
■
時

仕
委
員
会
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
一

*
国
際
奉
仕
:
国
際
奉
仕
活
動
の
‐芽 ・

さ
育
て
る

今
.
他
国
で
は
、
一
万
円
の
奉
仕
の
価
値
が
十
倍̈
二
十
倍
に
た
か
め
ら
れ
ま
す
。

「
R
1
	
3
4
0
0
地
区
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ヨ
グ
ジ
ヤ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
C
を

通
じ
て
、
小
学
校

の
図
書
館
支
援
の
た
め
.
本
箱
・
机
・
本
1
5
0
0
冊
な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す
る
.
」

4
.
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
設
置
し
、
当
ク
ラ
フ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を
円
滑
に
し
、
合
わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換
に
貢
献
す
る
.

5
.
友
人
の
言
動
に
好
意
を
示
し
、
友
人
の
成
長
を
願
っ
て
、
・
手 ・
を
貸
し
ま
し
よ
う
。
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◎
出
席
委
員
会
	
森
	
	
秀
樹
委
員
長

7
～
1
2
月
	
平
均
出
席
率
は
8
2
.
6
5
%
で
し
た
。
出
席
率
向
上
に
会
員
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
1
月
7
日
出
席
報
告

V

|ヽ
″

北
村
	
祐
治
会
長
テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
l
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

「
こ
の
頃
の
函
館
観
光
」
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3
9
名

出
席
率
対
象
会
員

3
8
名

出
席
規
定
免
除
会
員

1
名

出
席
率
規
定
免
除
会
員

1
名

当
	
日
	
出
	
席

名
一ｂ

ワ´
当
	
日
	
欠
	
席

1
3
名

他
ク
ラ
ブ
出
席

6
名
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1
名

出
	
	
	
	
席
	
	
	
	
率

8
3
.
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テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

1
月
2
1
日
合
同
交
流
研
修
会
	
議
師
:
佐
藤
	
ギ
ー
氏

例会場
1
函
館
1
国

際
ホ
テ

例会
日
:
毎
週水曜
日
	
1
2
:
3
0
～
1
3

グ
ス
キ
ン
朋
友

2
週
間
無
料
体
験
実
施
中

ダ
ス
キ
ン 「
お
い
し
い
水
ピ
ェ
ア
Ⅱ
」。

〒
0
4
(
―
∞
7
7
	
函
館
市
吉
川
町
5
-
3
3

●
0
1
3
8
-
4
1
-
1
1
9
9

お
気
機
に
お
電
話
く
だ
さ
い

2
4
時
間
以
内
に
お
届
け
し
ま
す
.

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報
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本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

会
員
卓
話
「
お
話
い
ろ
い
ろ
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

高
野
	
	
彰
会
員

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
は
w
e
b
(
ホ
ー
ム
ベ
ー
プ
)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
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(
1
4
7
)

(
1
4
6
)

2
.
友
.
師
と
一
緒
す
る
と
き
、
人
と
し
て
の
独
自
性
と
主
体
性
を
大
切
に
し
よ
う

長
く
学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
「
あ
な
た
も
一
人
の
人
間
、
ぼ
く
も
一
人
の
人
間
.
立

場
は
人
と
人
だ
よ
」
と
い
う
思
い
で
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
子
ど
も
の
自
立
の
方
向
を
示
す
よ
う

に
し
ま
し
た
。
校
長
に
な
っ
た
と
き
は
先
生
方
に
「
子
ど
も
の
良
い
所
を
み
つ
け
て
褒
め
て
あ
げ
な

さ
い
。
見
え
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
、
氷
山
の
一
角
で
す
。
子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
見
つ
け
て
、
励
ま

し
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
。
褒
め
ら
れ
る
と
大
人
で
も
嬉
し
い
で
す
か
ら
.
子
ど
も
だ
っ
て
嬉
し
い
。

嬉
し
い
と
そ
の
人
に
対
し
て
親
し
み
を
持
つ
。
「
褒
め
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
認
め
る
」
こ
と
で
す
。

そ
う
な
る
と
「
あ
の
人
の
た
め
に
頑
張
る
」
と
な
り
ま
す
。
「
励
ま
す
」
と
は
要
求
し
、
期
待
す
る
こ

と
で
す
。
多
く
の
人
は
期
待
に
導
か
れ
、
励
ま
さ
れ
成
長
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
自
身

も
そ
う
あ
り
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
.
よ
き
友
、
よ
き
師
か
ら
学
び
、
自
分
の
暮
ら
し
に
生
か
そ
う

こ
の
こ
と
は
「
笑
顔
の
あ
る
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
」
と
押
さ
せ
て
い
ま
す
。
娘
か
ら
「
お

父
さ
ん
、
縦
ジ
ワ
よ
り
、
横
ジ
ワ
が
い
い
よ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
第
一
線
か
ら
退
い
た
人
間
、

も
う
い
い
か
、
と
い
う
時
期
で
し
た
。
そ
の
時
に
こ
う
い
わ
れ
て
、
「
そ
う
だ
、
周
り
の
た
め
に
、
何

か
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
し
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
自
分
を
磨
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

こ
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
「
ポ
ン
コ
ツ
車
に
な
る
よ
り
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
で
い
た
い
」
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
」 、
「
助
け
て
や
れ
る
と
き
は
助
け
る
、

助
け
ら
れ
る
と
き
は
助
け
て
も
ら
う
」 、
「
絶
え
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
、
友
・
師
か

ら
得
た
こ
と
を
自
分
の
生
活
に
実
践
し
暮
ら
し
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

◎
司
	
	
会
	
北
村
	
祐
治
会
長
‐	
	
	
◎
斉
:
	
	
唱
	
奉
仕
の
理
想
、
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

〇
江
差
R
.
C
.
か
ら
2
月
1
1
日
午
後
3
時
か
ら
江
差
町
文
化
会
館
で
「
家
庭
内
で
の
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ン
ヨ
ン
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
並
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
致
し
ま

す
と
の
ご
案
内
が
き
て
お
り
ま
す
。

0
柳
丸
上
青
果
さ
ん
か
ら
故
藤
谷
武
一
会
員
葬
儀
の
お
礼
状
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

▼

◎
幹
事
報
告
	
柴
崎

C
函
館
五
稜
郭
R
.
C

晃
幹
事

2
月
6
日
の
例
会
は
移
動
例
会
に
変
更
で
す
。

VV

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
崎
野
	
浩
志
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

北
村
会
長
・
柴
崎
幹
事
・
斉
藤
会
員
‐

l
ヽ 笠
原
会
員
・
松
見
会
員
・
薮
下
会
員
・
野
田
会
員
・

松
橋
会
員
・
千
葉
会
員
・
増
日
会
員
…
…
本
日
は
3
ク
ラ
ブ
合
同
で
す
。
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

◎
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館
・
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
・
函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

3
ク
ラ
ブ
合
同
研
修
交
流
会

(
平
成
1
6
年
1
月
2
1
日
	
函
館
国
際
ホ
テ
ル

)

●
研
修
会

(
講
師
紹
介
:
松
見
修
二
親
陸
活
動
委
員
長
)

講
師
:
佐
藤
壽
―
先
生

(
函
館
市
文
化
団
体
協
議
会
事
務
局
長
)

演
題

:
「
よ
き
友
を
得
て
	
よ
き
師
に
恵
ま
れ
て
」

～
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
	
真
似
て
	
学
び
た
い
～

<
講
演
要
旨
>

我
が
人
生
に
お
い
て
、
師
や
友
か
ら
得
た
も
の
、
学
ん
だ
こ
と
は
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
後
に

な
っ
て
'
あ

の
時
教
わ
っ
た
こ
と
を
参
考
に
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
真
似
て
、
学
び
に
し
よ
う
」
と
い
う
観
点
で
お
話
し
し
ま
す
。

1
.
自
分
の
ま
わ
り
に
、
良
き
仲
間
を
た
く
さ
ん
持
と
う
、
そ
し
て
師
と
な
る
人
を
み
つ
け
よ
う

私
は
「
良
き
友
は
	
心
の
花
の
添
木
か
な
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
ま
す
。
梅
の
若
木
は
伸
び
る

の
が
と
て
も
早
く
添
木
が
必
要
で
す
。
人
も
若
い
時
は
勢
い
を
自
分
の
力
だ
と
過
信
し
て
し
ま
い
、

舞
い
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。
これ
を
叱
責
し
て
く れ
た
の
が
友
で
あ
り、

師 でした。人は 一人 では生き て いけ な いとも教 えられま した。
1
自分 の行動 は誠実

|
〔

●
交
議
会

・
各
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館

函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
祝
	
杯
	
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

本
間
	
明
子
副
会
長

・
3
ク
ラ
ブ
に
よ
る
混
声
合
唱

・
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館

嶋
田
	
利
子
会
員

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
各
ク
ラ
ブ
ソ
ン
グ

・
乾
杯

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

南
木
	
哲
雄
会
長
エ
レ
ク
ト
_

浜
野
	
幸
子
会
長

苫
米
地
弘
子
会
長

北
村
	
祐
治
会
長

3
ク
ラ
フ
含
同
の
混
戸
含
唱
を
披
露

(
会報
担
当者

1
渡
部
	
二
康
委
員

)

や
l
l
る ことは 一生懸命や る

|
	 ことを サき がけ て

|
|
ます 。

2
0
0
3
～
2
0
0
4
〈
第
1
9
5
2
回
例
会
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第
2
8
号

1
月
2
1
日
の
記
録
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